木幡仁一税理士事務所

2002/10/15

ビジネスプラン策定参考資料
●策定手順

Ⅰ
ビジネスアイデア創出フェーズ

１）時代・市場のキーワード

２）ビジネスコンセプトの整理

３）事業ニーズ整理



②エリア・イメージ


(2)
競合事業者の情報収集



①提供内容



②価格



③市場の認知度


(3)
中長期需要予測



①現在の需要



②3年後・10年後の需要予測



③ターゲットとする市場の規模

４）事業シーズ整理


(1)
自社のポジション設定



～ビジネス全体における自社の機能設計


(2)
現有事業とのシナジー評価



①事業自体のシナジー



②現有資源の活用によるシナジー




a.人財




b.設備




c.情報

５）取りまとめ


(1)
市場


(2)
提供機能


(3)
提供手段
Ⅱ
資源評価フェーズ

１
必要資源の洗い出し


１）組織機能


２）人財



①パーマネント人財




a.機能




b.人財スペック




c.必要数



②テンポラリー人財




a.機能




b.人財スペック




c.必要数



③投資規模




a.初期投資




b.今後3年間の投資規模


３）設備



①目的
②必要設備



③投資規模




a.初期投資




b.今後３年間の追加投資規模


４）情報（データベース）


５）差別化要因




情報提供の方法




情報への付加価値の付け方・スタンダード




付加サービス（アフターフォローを含む）

２
不足資源の洗い出し


１）不足資源の洗い出し


２）自社作成と業務提携による場合の定量的比較


３）自社作成と業務提携による場合の定性的比較（リスク・メリット分析）

３
不足資源充足方法の検討


１）不足資源の要求スペック設定


２）具体的充足方法の検討


３）代替案の比較


４）具体策の策定
※資源調達可能性からのスクリーニング
Ⅲ
事業性評価フェーズ

１
評価要因の設定


１）定量的評価要因



(1)
３ヵ年収支




投資採算による評価



(2)
収益率



(3)
シェア

２）定性的評価要因（行動基準との適合度）

２
評価
※事業性によるスクリーニング
Ⅳ
ビジネスプラン策定フェーズ

１
ビジネスブラン書策定


１）ビジネスプランコンテンツ




アクションプラン





内容およびスケジュール






営業・開拓etc.


２
審議・決定



ダミーによるプレゼンテーション
●　事業計画書（例）

Ⅰ
事業概要

１　事業名

２　市場・顧客


３　提供財

４　差別化ポイント（対競合）

５　提供方法

６
展開イメージ



・エリア



・商品

Ⅱ
背景

１　市場性

２　当社が取組む社会的必要性（行動基準との適合度の評価）

３　現事業とのシナジー

Ⅲ
サービス・商品

１　サービス商品

２　独自性・差別化ポイント・ＰＲポイント

３　リスクおよびそれへの対応

Ⅳ
必要資源

１　人・物・情報

２　調達方法

３　組織体制

Ⅴ
アクションプラン（スケジュール）

１　関係部署（要調整部署）

２　
外部との提携

Ⅵ　予算

１　投資計画

２　中期損益計画

３　中期貸借対照表

４　中期資金計画

５　主要評価指標による評価
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